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は
じ
め
に

　

現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
廣
橋
家
旧
蔵
記
録

文
書
典
籍
類
に
、『
補
畧　
永
禄
六
年
』
と
い
う
外
題
を
持
つ
巻
子
本
が
あ
る

（
資
料
番
号 H

-63-555

。
以
下
、
永
禄
六
年
の
『
補ぶ
り
ゃ
く略
』
と
称
す
）。
本
史

料
は
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
お
け
る
公
家
の
名
簿
で
あ
り
、
夙
に
湯

川
敏
治
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ**

、
学
界
の
知
る
所
と
な
っ
て
い
る**

の
み
な
ら

ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
お
り**

、
容
易
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
記
載
内
容
を
検
討
し
た
研

究
は
、
未
だ
に
現
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
『
補
略
』
に
つ
い
て
、
ま
ず
錯
簡
を
訂
正
し
て
本
文
を

確
定
す
る
。
次
に
、
本
史
料
に
お
け
る
、
所
謂
「
公
家
大
名
（
在
国
公
家
領

主
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
諸
家
、
即
ち
、
土
佐
の
一
条
家
と
そ
れ
に
仕
え
た

公
家
衆
、
飛
騨
の
姉
小
路
家
、
伊
勢
の
北
畠
家
と
そ
の
一
族
に
関
す
る
記
載

を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
諸
家
に
関
す
る
新
知
見
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
お
け
る
錯
簡
の
訂
正
と
翻
刻

　
『
補
略
』
と
称
さ
れ
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
の
『
補
略
』
に
関

す
る
斎
木
一
馬
氏
、
湯
川
敏
治
氏
、
上
嶋
康
裕
氏
に
よ
る
研
究**

と
、
江
戸
時

代
の
『
補
略
』
に
関
す
る
武
部
敏
夫
氏
に
よ
る
紹
介
が
あ
る**

。
ま
ず
、
書
名

に
つ
い
て
、
武
部
氏
は
「
補
略
と
い
う
名
称
は
本
来
通
称
の
類
い
で
あ
り
、

必
ず
し
も
正
式
の
、確
立
し
た
書
名
で
は
な
か
っ
た
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
室
町
時
代
の
『
補
略
』
に
つ
い
て
も
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
言
継
卿
記
』
天
文
十
四
年
二
月
廿
九
日
条
に

「
柳
原
防
州
へ
明
後
日
下
向
云
々
。『
堂
上
略
要
』
所
望
之
由
被
申
候
間
、
令

書
寫
遣
之
」、
同
三
月
二
日
条
に
「
柳
原
被
申
『
補
歴
』
直
改
了
。
夜
に
入

出
來
了
」、
同
三
日
条
に
「
柳
原
へ
『
補
歴
』
改
遣
之
持
向
了
。･････ 

八

時
分
、
被
立
防
州
へ
下
向
」
と
あ
る
『
堂
上
略
要
』
と
『
補
歴
』（『
補
略
』

に
同
じ
）
は
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

但
し
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
は
、
江
戸
時
代
の
『
補
略
』
と
は
、
記
載

内
容
の
点
で
若
干
相
違
が
あ
る**

。
即
ち
、
中
納
言
以
上
に
つ
い
て
は
出
家
者

を
も
掲
載
し
、
ま
た
、
堂
上
（
公
卿
と
殿
上
人
）
の
み
な
ら
ず
地じ
　
げ下

を
も
載

永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
つ
い
て

　
　
　
─ 

戦
国
期
の
所
謂
「
公
家
大
名
（
在
国
公
家
領
主
）」
に
関
す
る
記
載
を
中
心
に 

─

赤
　
坂
　
恒
　
明
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せ
て
い
る
。

　

形
態
的
に
は
、
江
戸
時
代
の
『
補
略
』
が
折
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
永
禄

六
年
の
『
補
略
』
は
、
湯
山
敏
治
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
も
と
は
袋

綴
本
で
あ
っ
た
の
が
巻
子
に
仕
立
て
な
お
さ
れ
」
て
お
り
、
折
本
で
は
な
い
。

尤
も
、
寸
法
が
小
さ
く
（
縦12.90cm

）、
原
形
の
袋
綴
本
で
あ
れ
ば
、
略
式

公
家
名
簿
の
掌
中
本
と
し
て
使
用
者
の
座
右
に
置
か
れ
て
実
用
的
に
使
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
で
、
江
戸
時
代
の
『
補
略
』
と
用
途
は
同
様
で

あ
っ
た**

と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
現
状
で
は
巻
子
本
で
あ
る
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
の
各
紙
に
は
、

糸
で
か
が
る
た
め
の
綴
穴
が
あ
い
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
丁ち
ょ
うの

表
は

右
に
、
裏
は
左
に
、
穴
が
あ
く
。
各
紙
の
綴
穴
を
見
れ
ば
、
本
史
料
に
錯
簡

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
七
、八
紙
は
、
い
ず
れ
も
右

に
穴
が
あ
る
の
で
、
原
形
で
は
、
ど
ち
ら
も
丁
の
表
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

従
っ
て
、
第
七
紙
の
次
に
第
八
紙
が
配
さ
れ
る
の
は
適
切
で
な
い
。
お
そ
ら

く
、
袋
綴
の
折
り
目
が
破
れ
て
裂
け
、
部
分
的
に
丁
の
表
と
裏
と
が
分
離
し

て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
錯
簡
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

次
に
、
本
史
料
の
錯
簡
の
訂
正
を
試
み
た
い
。

　

本
史
料
は
、
現
在
の
巻
子
本
で
は
、
公
卿
（
第
１
～
５
紙
。
五
十
名
）、

殿
上
人
（
第
６
～
13
紙
。
八
十
七
名
）、
地
下
（
第
14
紙
。
十
二
名
）
の
順

序
で
排
列
さ
れ
て
い
る
。
公
卿
の
部
分
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。
し
か
し
、

第
13
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
人
（
十
四
名
）
は
、
い
ず
れ
も
殿
上
人
で
は

な
く
地
下
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
13
紙
は
、「
地
下
」
の
標
記
が
あ
る
第
14
紙

の
後
に
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
６
～
12
紙
の
殿
上
人
の
部
分
を
見
る
と
、
第
11
紙
は
、
殿
上
人
の
末
席

た
る
六
位
蔵
人
が
記
載
さ
れ
、
か
つ
、
余
白
が
あ
る
の
で
、
当
然
、
殿
上
人

の
部
分
の
末
尾
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
殿
上
人
の
部
分
の
冒
頭
で
あ
る

第
６
紙（
左
に
綴
穴
が
あ
る
の
で
丁
の
裏
）に
は
七
人
目
の
白
川
兼
親
に「
従

四
位
下
」
と
、
第
７
紙
（
丁
の
表
）
に
は
八
人
目
の
甘
露
寺
経
元
に
「
正
五

位
上
」、
十
人
目
の
下
冷
泉
俊
右
に
「
正
五
位
下
」
と
、
第
10
紙
（
左
に
綴
穴
。

丁
の
裏
）
に
は
三
人
目
の
浪
岡
国
永
に
「
従
五
位
上
」
と
、
第
12
紙
（
右
に

綴
穴
。
丁
の
表
）
に
は
五
人
目
の
持
明
院
基
弘
に
「
従
五
位
下
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
尻
付
に
記
さ
れ
る
。
位
階
の
高
下
か
ら
、
配
列
は
、
第
６
、７
、
10
、

12
、11
紙
の
順
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
８
紙
（
丁
の
表
）
と
第
９
紙
（
左

に
綴
穴
。丁
の
裏
）の
各
人
に
は
位
階
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
歴り
ゃ
く
み
ょ
う
ど
だ
い

名
土
代
』・

『
公
卿
補
任
』・『
諸
家
伝
』
か
ら
、
永
禄
六
年
当
時
の
彼
ら
の
位
階
は
従
五

位
下
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る**

の
で
、
両
紙
と
も
、
第
12
紙
の
次
、
第
11

紙
の
前
に
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
各
紙
に
お
け
る
綴
穴
の
位
置
を
考
慮
し

て
、
丁
の
表
と
裏
が
そ
れ
ぞ
れ
隣
り
合
う
よ
う
に
注
意
す
る
と
、
順
序
は
、

６
＝
裏
、７
＝
表
、
10
＝
裏
、
12
＝
表
、９
＝
裏
、８
＝
表
、
11
＝
裏
、
と
な
る
。

　

よ
っ
て
、
本
史
料
は
、
本
来
、
公
卿
（
第
１
～
５
紙
）、
殿
上
人
（
第
６
、７
、

10
、
12
、
９
、８
、
11
紙
）、
地
下
（
第
14
、
13
紙
）
の
順
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

　

こ
の
復
元
案
を
確
認
す
る
た
め
私
は
平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日
、
歴
史

民
俗
博
物
館
に
て
本
史
料
の
「
熟
覧
」
を
行
い
、
各
紙
の
虫
損
、
汚
れ
の
位

置
・
状
態
を
観
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
形
態
面
か
ら
も
推
定
に
問
題
が
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
こ
に
、
原
形
を
復
元
し
た
本
史
料
の
翻
刻
を
掲
出
す
る
。
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翻
刻　
※ 

各
人
冒
頭
の
算
用
数
字
は
、
整
理
の
た
め
に
加
え
た
。

【
題
箋
】

　
　
　
　
　
　

【
第
１
紙
】

　
公
卿　
永
禄
六　

正

　

近
衛
殿

１　

大
　
　
閤　
稙
家
公　

准
三
后　

前
關
白

前
太
政
大
臣　

従
一
位　
　

　

九
條
殿

２　

入
道
前
關
白　
稙
道
公　

法
名
行
空　

前
内
大
臣

　

二
條
殿

３　

前
關
白　
晴
良
公　

前
左
大
臣

　

近
衛
殿

４　

關
　
　
白　
前
久
公　

前
左
大
臣　

氏
長
者

本
晴
嗣　

次
前
嗣　
　
　
　
　

　

西
園
寺

５　

左
大
臣　
公
朝
公

　

菊
亭 

又
今
出
川

６　

入
道
前
左
大
臣　
公
彦
公　

法
名
龍
空

　

花
山
院

７　

右
大
臣　
家
輔
公　

正
二
位

　

三
條
西

８　

入
道
前
右
大
臣　
公
條
公　

法
名
仍
覚

　

万
里
小
路

９　

入
道
前
内
大
臣　
秀
房
公　

法
名
等
貴

　

廣
橋

10　

入
道
内
大
臣　
兼
秀
公　

法
名
鈞
寂

【
第
２
紙
】

　

正
親
町
三
條

11　

三
條
入
道
前
内
大
臣　
公
兄
公　

法
名
紹
空

　

正
親
町

12　

一
位
入
道　
實
胤
卿　

法
名
圓
空

前
權
大
納
言　
　
　

　

柳
原

13　

日
野
一
位　
資
定
卿　

前
權
大
納
言

敷 

奏　
　
　
　
　
　

14

勸
修
寺
一
位　
尹
豊
卿　

前
權
大
納
言　

敷 

奏

賀
茂
傳 

奏　

武
家
傳 

奏　
　

補
畧　
永
禄
六
年

15

飛
鳥
井
一
位　
雅
綱
卿　

前
權
大
納
言

　

高
倉

16　

大
納
言
入
道　
永
家
卿　

法
名
常
昭

正
二
位　
　
　
　
　

　

西
17　

三
條
大
納
言　
實
澄
卿　

敷 

奏　

本
ー
世

　

久
我

18　

右
大
將
入
道　
晴
通
卿　

法
名
宗
元　

權
大
納
言

19

日
野
大
納
言　
光
康
卿　

敷 

奏

20

中
山
大
納
言　
孝
親
卿　

敷 

奏　

神
宮
傳 

奏

21

四
辻
大
納
言　
季
遠
卿

【
第
３
紙
】

22

万
里
小
路
大
納
言　
惟
房
卿　

敷 

奏

23

中
院
大
納
言　
通
爲
卿

24

廣
橋
大
納
言　
國
光
卿　

敷 

奏　

武
家
傳 

奏

　

菊
亭 

今
出
川

25　

左
大
將　
晴
季
卿　

權
大
納
言

　

久
我

26　

右
大
將　
通
興
卿　

權
大
納
言　

従
二
位

　

德
大
寺

27　

新
大
納
言　
公
維
卿

　

山
科

28　

帥
中
納
言　
言
継
卿　

正
二
位

　

五
條

29　

兵
部
卿　
為
康
卿　

前
權
中
納
言　

氏
長
■
【
者
】

帝
侍
讀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

冷
泉

30　

民
部
卿　
為
益
卿　

前
權
中
納
言

　

高
辻

31　

式
部
大
輔　
長
雅
卿　

前
權
中
納
言

帝
侍
讀　
　
　
　
　
　

32

飛
鳥
井
中
納
言　
雅
教
卿　

從
二
位

【
第
４
紙
】

33

勸
修
寺
中
納
言　
晴
秀
卿　

敷 

奏

　

庭
田

34　

源
中
納
言　
重
保
卿

35

北
畠
中
納
言　
具
教
卿

36

滋
野
井
前
中
納
言　
公
古
卿

　

北
畠

37　

中
納
言
入
道　
晴
具
卿　

法
名
天
祐

従
三
位　
　
　
　
　

38

中
御
門
中
納
言　
宣
綱
卿

　

正
親
町
三
條

39　

新
中
納
言　
實
福
卿

　

九
條
殿

40　

中
納
言
中
將　
兼
孝
卿

41

一
條
中
納
言
中
將　
内
基
卿

42

水
無
瀬
前
宰
相　
親
氏
卿　

従
二
位

　

葉
室

43　

左
大
辨
宰
相　
頼
房
卿　

従
三
位

【
第
５
紙
】

　

高
倉

44　

新
宰
相　
永
相
卿

45

竹
内
三
位　
季
治
卿　

正
三
位

46

右
兵
衛
督
入
道　
親
世
卿　

従
三
位

法
名　
　
　
　
　

　

一
條
殿　

土
州

47　

三
位
少
將　
兼
定
卿

　

西
洞
院

48　

左
兵
衛
督　
時
當
卿　

本
ー
秀

49

四
條
三
位　
隆
益
卿

50

室
町
殿
　
義
ー
朝
臣　

征
夷
大
將
軍

參
議　

左
中
將　

従
四
位
下

【
第
６
紙
】

　
　
殿
上
人　
童
形
人
為
知
次
第
書
加
之
也

　

柳
原

51　

淳
光
朝
臣　
蔵
人
頭　

右
大
辨　

氏
院
別
當

正
四
位
上　

本
將
ー　
　
　

　

万
里
小
路

52　

輔
房
朝
臣　
蔵
人
頭　

左
中
辨　

禁
色
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四
辻

53　

公
遠
朝
臣　
左
中
將　

正
四
位
下

　

勧
修
寺
町

54　

顕
量
朝
臣　
前
右
兵
衛
督　

從
四
位
上

　

三
條

55　

實
教
朝
臣　
左
中
將　

禁
色

　

山
科

56　

言
經
朝
臣　
内
蔵
頭　

右
少
將

　

白
川

57　

兼
親
朝
臣　
左
中
將　

従
四
位
下　

本
孝
顕

　

園
58　

基
國
朝
臣　
左
中
將

　

持
明
院

59　

基
連
朝
臣　
前
右
中
將　

勅
勘

　

鎌
倉

60　

晴
氏
朝
臣　
前
左
兵
衛
督

　

波
岡

61　

具
永
朝
臣　
前
彈
正
大
弼

【
第
７
紙
】

　

北
畠
弟

62　

具
忠
朝
臣　
左
中
將

　

北
畠　

木
造

63　

具
政
朝
臣　
左
中
將

　

小
嶋

64　

時
親
朝
臣　
左
中
將

　

中
御
門
松
木

65　

宗
房
朝
臣　
左
中
將　

禁
色

　

庭
田

66　

重
通
朝
臣　
右
少
將　

本
ー
頼

　

正
親
町

67　

實
彦
朝
臣　
右
少
將

　

五
辻

68　

為
仲
朝
臣　
左
衛
門
佐

　

甘
露
寺

69　

經
　
元　
蔵
人
右
中
辨　

正
五
位
上

　

勧
修
寺

70　

晴
　
豊　
蔵
人
右
少
辨

下

冷
泉

71　

俊
　
右　
左
少
將　

本
為
能

正
五
位
下　
　
　

　

烏
丸

72　

光
　
宣　
權
左
少
辨

　

飛
鳥
井

73　

雅
　
敦　
左
少
將

【
第
10
紙
】

　

中
山

74　

親
　
綱　
左
少
將

　

日
野

75　

輝
　
資　
侍
従

　

波
岡

76　

國
　
永　
左
少
將　

從
五
位
上

　

大
河
内
庶
子

77　

房
　
成　
左
少
將

　

木
幡

78　

雅
　
賢　
左
少
將

　

勸
修
寺
町

79　

經
　
冨　
右
馬
権
頭

■
【［
土
］州
】

　

一
條
殿
庶
子

80　

教
　
行　
大
蔵
大
輔

　

同
【
土
州
／
一
條
殿
庶
子
】

81　

兼
　
頼

　

小
嶋

82　

雅
　
秀　
右
少
將

　

藤
方

83　

教
　
賢　
侍
従

　

平
松

84　

資
　
澄　
左
少
將

【
第
12
紙
】

　

薄
85　

以
　
継　
左
兵
衛
佐

　

大
炊
御
門

86　

經
　
頼　
童
形

　

中
院

87　

通
　
勝　
童
形

　

廣
橋

88　

兼
　
勝　
侍
従　

禁
色

　

持
明
院

89　

基
　
弘　
前
左
衛
門
佐　

從
五
位
下

　

北
畠
庶
子

90　

國
　
忠　
侍
従

　

小
嶋
弟

91　

時
　
忠

　

北
畠
庶
子

92　

親
　
安

　

飛
鳥
井

93　

雅
　
量　
侍
従

　

町
94　

顕
　
秀

　

園
95　

基
　
定　
侍
従

【
第
９
紙
】

　

持
明
院

96　

基
　
豊　
前
左
衛
門
佐

　

町
97　

経
　
光

土
中
御
門

98　

為
　
叙

同
【
土
】

　

白
川

99　

冨
　
親

同
【
土
】

　

町
100　

顕
　
古

同
【
土
】

　

一
條
殿
庶
子

101　

兼
　
朝
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同
【
土
】

　

町
102　

冬
　
頼　
治
部
少
甫

同
【
土
】

　

中
御
門

103　

經
　
弘　
宮
内
少
甫

　

同
【
土
／
中
御
門
】

104　

經
　
守

　

水
無
瀬

105　

親
　
具　
童
形

上
冷
泉

106　

為
　
任　
童
形

【
第
８
紙
】

　

木
造
庶
子

107　

政
　
能　
侍
従

　

越
坂

108　

具
　
成　
侍
従

　

姉
小
路

109　

済
　
堯　
侍
従

　

同
【
姉
小
路
】

110　

時
　
基

　

北
畠

111　

具
　
房　
左
少
將　

伊
勢
國
司

　

高
倉

112　

範
　
將　
童
形

　

正
親
町
三
條

113　

公
　
仲　
童
形

　　
坊
城
【
東
坊
城
】

114　

盛
　
長　
少
納
言　

文
章
博
士　

侍
従　

本
為
治

　

中
御
門

115　

宣
　
教　
右
少
辨　

元
菅
原
雅
長

116　

季
　
長
少
納
言　

侍
従　

大
内
記
云

々
非
儒
任
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

官
先
代

元
藤
原
宣
將　
　
　
　
　
　

 

未
聞
事
也

　

西
園
寺

117　

實
　
益

118　

雅
　
英　
侍
従

【
第
11
紙
】

　

高
倉

119　

永
　
孝

　

冨
小
路

120　

藤
原
種
直　
蔵
人
中
務
大
丞　

左
近
將
監　

正
六
位
上

　

竹
内

121　

源
　
長
治　
蔵
人
左
將
監

122　

清
原
國
賢　
蔵
人
大
炊
頭　

主
水
正　

左
將
監

　

高
辻

123　

菅
原
貞
長　
進
士

【
第
14
紙
】

　
地
下

124　

勘
解
由
小
路
二
位　
在
冨
卿　

正
二
位　

昇
殿

125　

祭
主
二
位　
朝
忠
卿　

神
祇
大
副　

従
二
位

126　

土
御
門
二
位　
有
春
卿　

昇
殿

127　

清 

三 

位　
良
雄
卿　

正
三
位　

昇
殿

元
業
賢　
　
　
　
　
　
　

　

吉
田

128　

右
兵
衛
督　
兼
右
卿　

神
祇
權
大
副　

昇
殿

129　

俊
定
朝
臣　
前
大
弼

130　

友
栄
朝
臣

　

半
井

131　

明
名
朝
臣　
治
部
卿　

施
薬
院
使　

昇
殿

132　

頼
景
朝
臣　
典
薬
頭　

侍
醫　

昇
殿

133　

枝
賢
朝
臣　
少
納
言　

侍
従　

昇
殿

134　

長
基
朝
臣　
左
京
權
大
夫

　

吉
田

135　

兼
高
朝
臣　
神
祇
權
大
副

【
第
13
紙
】

136　

師
廉
朝
臣　
局
務　

大
外
記　

掃
部
頭　

造
酒
正

助
教　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

北
小
路

137　

俊
直
朝
臣　
大
膳
大
夫

　

土
御
門

138　

有
脩
朝
臣　
左
京
大
夫　

陰
陽
頭

139　

定
誠
朝
臣　
從
四
位
上

140　

季
治
朝
臣　
前
修
理
大
夫

141　

盛
時
朝
臣　
前
刑
部
大
甫

142　

高
衡
朝
臣

143　

周
可
朝
臣　
從
四
位
上
【
下
歟
】

144　

清
　
種　
中
務
權
少
甫　

正
五
位
下

　

森
145　

基
　
時　
兵
部
權
少
甫

　

吉
田

146　

兼
　
和　
神
祇
少
副　

侍
従　

昇
殿

147　

康
　
忠　
神
祇
權
大
副

148　

朝
　
芳　
官
務　

左
京
大
夫　

主
殿
頭

149　

兼
　
興　
平
野
預　

神
祇
權
少
副　

從
五
位
■
【
上
】

【
第
15
紙
】

（
白
紙
）

【
注
】

２　
「
稙
道
」。「
稙
通
」
と
あ
る
べ
き
も
の
。

９　
「
等
貴
」。『
公
卿
補
任
』
天
文
廿
年
「
等
祺
」。

12　
「
圓
空
」。『
公
卿
補
任
』
天
文
十
年
「
空
圓
」。

29　
「
■
」。「
者
」
字
の
上
半
の
残
画
あ
り
。

68　
「
左
衛
門
佐
」。
よ
り
正
確
に
は
左
衛
門
権
佐
。

80　
「
■
」。「
州
」
字
の
下
半
と
思
わ
れ
る
残
画
あ
り
。「
土
州
」
と
あ

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

81　
「
同
」。
80
を
受
け
、「
土
州
」
と
「
一
條
殿
庶
子
」
の
両
方
を
兼
ね

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

96　
「
前
左
衛
門
佐
」。『
歴
名
土
代
』
従
五
位
下
に
よ
る
と
、
基
豊
は
、

天
文
十
一
年
二
月
五
日
叙
爵
、
六
日
左
兵
衛
佐
。
よ
っ
て
「
衛
門
」

は
「
兵
衛
」
と
あ
る
べ
き
も
の
か
。

98　
「
土
」。「
土
州
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
99
～
103
の
「
同
」
も
「
土
」
で
、

い
ず
れ
も
土
佐
在
国
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

104　
「
同
」。
103
を
受
け
、「
土
」
と
「
中
御
門
」
の
両
方
を
兼
ね
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

143　
「
從
四
位
上
」。
139
に
「
從
四
位
上
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
従
四

位
下
と
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
歴
名
土
代
』
か
ら
は
、

周
可
が
従
四
位
上
に
叙
さ
れ
た
年
月
日
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

149　
「
■
」。
破
損
。『
歴
名
土
代
』
に
よ
る
と
、
兼
興
は
、
天
文

二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
七
月
四
日
に
従
五
位
上
、
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
九
月
十
七
日
に
正
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
の
で
、
永

禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
は
従
五
位
上
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ

の
破
損
部
は
「
上
」
と
復
元
さ
れ
る
。
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本
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
数
は
、
公
卿
五
十
名
、
殿
上
人
七
十
三
名
、

地
下
二
十
六
人
の
計
百
四
十
九
名
で
あ
る
。
ま
た
、
本
史
料
の
内
容
の
構
成

を
ま
と
め
た
も
の
を
、
表
一
に
示
す
。
本
史
料
に
掲
げ
ら
れ
た
各
人
の
叙
位

年
月
日
を
『
歴
名
土
代
』
等
よ
り
確
認
す
る
と
、
二
人
の
み
例
外
が
あ
る**

も

の
の
、
基
本
的
に
位
階
ご
と
叙
位
年
月
日
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　

本
史
料
は
、
巻
頭
（
第
１
紙
／
第
１
丁
表
）
に
「
永
禄
六　

正
」
と
記
さ

れ
て
い
る***

こ
と
か
ら
、
永
禄
六
年
正
月
に
お
け
る
堂
上
（
公
卿
と
殿
上
人
）

と
「
地
下
」
が
網
羅
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
公
卿
補
任
』

か
ら
は
、
現
任
の
公
卿
の
成
員
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
彼
ら
の
身

分
が
堂
上
で
あ
る
か
否
か
ま
で
は
判
然
と
せ
ず
、
殿
上
人
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、四
位
・
五
位
の
叙
位
が
記
録
さ
れ
て
い
る『
歴

名
土
代
』
か
ら
も
、
記
載
さ
れ
る
各
人
の
身
分
は
わ
か
ら
ず
、
ま
た
、
彼
ら

の
卒
年
が
記
さ
れ
る
事
例
が
少
な
い
の
で
、
あ
る
特
定
の
年
に
お
け
る
殿
上

人
の
成
員
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
『
補
略
』
に
お
け

る
殿
上
人
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
載
は
、
他
に
類
例
の
な
い
貴
重
な
情
報

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

但
し
、「
地
下
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
情
報
が
不
完
全
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
即
ち
、「
地
下
」
の
従
五
位
上
と
し
て
猪
熊
兼
興
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
の
は
、
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
。
現
在
、
本
史
料
の
末
尾

に
は
白
紙
の
第
15
紙
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
巻
子
本
に
改
装
さ
れ
た

際
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
は
第
８
丁
以
降
に
従
五
位
上
・
下

の
「
地
下
」
に
関
す
る
記
載
が
続
い
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
失
わ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
残
念
な
が
ら
、
永
禄
六
年
に
お
け
る
「
地
下
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
体
像
は
わ
か
ら
な
い
。

（
復
元
）

（
現
況
）
（
身
分
）
（
官
位
）

第
１
丁
表

第
１
紙

公
卿

１
～
４　

関
白

５
～
６　

左
大
臣

７
～
８　

右
大
臣

９
～
10　

内
大
臣

第
１
丁
裏

第
２
紙

公
卿

11　
　
　

内
大
臣

12
～
21　

大
納
言

第
２
丁
表

第
３
紙

公
卿

22
～
27　

大
納
言

28
～
32　

中
納
言

第
２
丁
裏

第
４
紙

公
卿

33
～
41　

中
納
言

42
～
43　

参
議
（
従
二
位
、
従
三
位
）

第
３
丁
表

第
５
紙

公
卿

44　
　
　

参
議
（
従
三
位
）

45
～
49　

非
参
議
（
正
三
位
、
従
三
位
）

50　
　
　

参
議
（
從
四
位
下
）

第
３
丁
裏

第
６
紙

殿
上
人

51
～
52　

正
四
位
上

53　
　
　

正
四
位
下

54
～
56　

従
四
位
上

57
～
61　

従
四
位
下

第
４
丁
表

第
７
紙

殿
上
人

62
～
68　

従
四
位
下

69
～
70　

正
五
位
上

71
～
73　

正
五
位
下

第
４
丁
裏

第
10
紙

殿
上
人

74
～
75　

正
五
位
下

76
～
84　

従
五
位
上

第
５
丁
表

第
12
紙

殿
上
人

85
～
88　

従
五
位
上

89
～
95　

従
五
位
下

第
５
丁
裏

第
９
紙

殿
上
人

96
～
106　

従
五
位
下

第
６
丁
表

第
８
紙

殿
上
人

107
～
118　

従
五
位
下

第
６
丁
裏

第
11
紙

殿
上
人

119　
　
　

従
五
位
下

120
～
122　

六
位
蔵
人

123　
　
　

進
士

第
７
丁
表

第
14
紙

地
下

124　
　
　

正
二
位

125
～
126　

従
二
位

127
～
128　

正
三
位

129
～
135　
［
正
四
位
下
］

第
７
丁
裏

第
13
紙

地
下

136
～
138　
［
正
四
位
下
］

139
～
142　

従
四
位
上

143　
　
　

従
四
位
下

144
～
148　

正
五
位
下

149　
　
　

従
五
位［
上
］

表
一　

廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類 H

-63-555

　
　
　
『
補
畧　
永
禄
六
年
』
の
構
成
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し
か
し
、
こ
の
『
補
略
』
が
戦
国
時
代
の
堂
上
公
家
の
構
成
を
知
る
上
で

極
め
て
重
要
な
基
礎
史
料
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

二　

永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
お
け
る
記
載
内
容
の
検
討

　

次
に
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
お
け
る
記
載
内
容
の
特
徴
に
つ
い
て
、

検
討
し
た
い
。

　

既
述
の
よ
う
に
、
本
史
料
の
第
１
紙
（
第
１
丁
表
）
に
「
永
禄
六　

正
」

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
永
禄
六
年
正
月
の
何
日
の
時
点
に
お
け
る
位
階
・

官
職
が
、
本
史
料
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
『
補
略
』
に
お
け
る
殿
上
人
、
従
四
位
下
の
67
正
親
町
実
彦
と
68
五
辻

為
仲
、
正
五
位
下
の
74
中
山
親
綱
と
75
日
野
輝
資
、
従
五
位
下
の
119
高
倉
永

孝
は
、
い
ず
れ
も
永
禄
六
年
正
月
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
位
階
に
叙
さ
れ
て
い

る
（『
歴
名
土
代
』、『
公
卿
補
任
』）。
一
方
、
殿
上
人
、
正
五
位
上
の
69
甘
露

寺
経
元
は
、
永
禄
六
年
正
月
二
十
五
日
に
正
五
位
上
か
ら
従
四
位
下
に
叙
さ

れ
て
い
る
（『
歴
名
土
代
』、『
公
卿
補
任
』）
が
、
こ
の
叙
位
は
本
『
補
略
』

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
本
『
補
略
』
の
位
階
は
、
永
禄
六
年
正

月
叙
位
の
時
点
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る***

。

　

と
こ
ろ
で
、
59
持
明
院
基
連
の
尻
付
に
は
「
勅
勘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

永
禄
六
年
正
月
に
勅
勘
の
身
で
あ
っ
た
者
と
し
て
は
、
彼
以
外
に
も
31
高
辻

長
雅
と
114
東
坊
城
盛
長
が
い
た***

。
し
か
し
、
本
史
料
に
は
彼
ら
二
人
に
対
し

「
勅
勘
」
と
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
本
史
料
に
書
か
れ
て
い
な
い

と
い
う
理
由
を
以
て
、
そ
れ
が
無
か
っ
た
と
す
る
根
拠
に
は
必
ず
し
も
な
ら

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
本
史
料
を
扱
う
際
に
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
史
料
に
お
け
る
「
公
卿
」
の
部
分
を
『
公
卿
補
任
』
永
禄
六
年

の
記
載
と
比
較
し
て
み
る
と
、『
公
卿
補
任
』
に
非
参
議
の
公
卿
と
し
て
見
え

る
勘
解
由
小
路
在
富
、
藤
波
朝
忠
、
土
御
門
有
春
、
清
原
良
雄
、
吉
田
兼
右

は
、
本
『
補
略
』
で
は
「
公
卿
」
で
な
く
「
地
下
」
の
部
分
に
掲
載
さ
れ
て

い
る***

が
、
社
家
出
身
の
大
中
臣
師
重
と
祝
友
世
は
、
本
『
補
略
』
に
記
載
そ

の
も
の
が
な
い
。
江
戸
時
代
の
『
補
略
』
に
も
、
堂
上
に
あ
ら
ざ
る
社
家
出

身
の
公
卿
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
史
料
の
疎
漏
で
は
な
く
、
史
料

的
性
格
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
公
卿
補
任
』
に
参
議
と
し
て
記
載

さ
れ
る
持
明
院
基
孝
（
正
三
位
）
と
姉
小
路
嗣
頼
（
従
三
位
）
の
両
名
が
、

本
『
補
略
』
に
は
見
え
な
い
。
飛
騨
の
一
国
人
の
出
身
に
し
て
姉
小
路
家
の

家
督
を
獲
得
し
た
三
木
良
頼
あ
ら
た
め
姉
小
路
嗣
頼
が
本
史
料
に
記
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
成
り
上
り
の
田
舎
者
と
し
て
無
視
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
そ

う
で
は
あ
る
が
、
持
明
院
基
孝
に
つ
い
て
は
全
く
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
共

に
、
単
な
る
脱
落
に
過
ぎ
な
い
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
史
料
を
『
歴
名
土
代
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
殿
上
人
、
從
五

位
下
の
90
国
忠
（
北
畠
庶
子
）
と
102
町
冬
頼
の
名
が
『
歴
名
土
代
』
に
見
え

な
い
。
但
し
、
本
『
補
略
』
で
は
、
基
本
的
に
各
人
は
位
階
ご
と
に
叙
位
年

月
日
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
叙
位
年
月
日
か
ら
人
物
比
定
を
行
う
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
本
『
補
略
』
に
お
い
て
国
忠
の
前
に
配
さ
れ
る
89
持
明

院
基
弘
が
叙
爵
さ
れ
た
永
正
十
一
年
七
月
十
四
日
と
、
後
に
配
さ
れ
る
91
時

忠
（
小
嶋
弟
）
が
叙
爵
さ
れ
た
大
永
五
年
二
月
九
日
の
間
に
叙
爵
さ
れ
た
人

物
を
検
討
し
て
み
る
と
、『
歴
名
土
代
』
に
お
い
て
、
永
正
十
六
年
五
月

二
十
一
日
に
叙
爵
し
、
同
年
六
月
三
十
日
に
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
源
国
成
な

る
人
物
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
氏
が
同
じ
（
北
畠
家
は
源
氏
）
で
諱
が

似
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
点
で
も
国
忠
と
合
致

す
る
。
よ
っ
て
国
忠
は
、
源
国
成
と
同
一
人
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、

町
冬
頼
の
前
後
に
配
さ
れ
る
101
兼
朝
（
一
条
殿
庶
子
）
と
103
中
御
門
経
弘
は
、



埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第11号

（
五
〇
）

─ 319 ─

共
に
天
文
二
十
年
九
月
三
日
の
叙
爵
で
あ
る
。『
歴
名
土
代
』
に
よ
る
と
、

ま
さ
に
そ
の
同
じ
日
に
、「
顕
基
卿
孫
」
即
ち
町
家
の
藤
冬
顕
が
叙
爵
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
冬
顕
は
、
町
冬
頼
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
こ
れ
ら
人
名

の
相
違
が
、
改
名
と
誤
写
の
い
ず
れ
に
因
る
か
に
つ
い
て
は
、
俄
に
は
判
断

し
難
い
。

　

ま
た
、『
歴
名
土
代
』
に
は
叙
位
の
重
複
な
ど
、
稀
に
で
は
あ
る
が
記
載
に

混
乱
が
あ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
本
『
補
略
』
か
ら
訂
正
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
即
ち
、殿
上
人
、従
五
位
下
の
92
親
安
（
北
畠
庶
子
）
は
、『
歴

名
土
代
』
に
よ
る
と
、
大
永
六
年
二
月
二
十
九
日
に
叙
爵
、
同
四
年
四
月
二

日
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
と
さ
れ
、
年
代
的
な
混
乱
が
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
本
『
補
略
』
に
親
安
の
位
階
は
従
五
位
下
と
あ
る
の
で
、
彼

は
少
な
く
と
も
永
禄
六
年
よ
り
以
前
に
は
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
、
殿
上
人
、
従
五
位
下
の
95
園
基
定
は
、『
歴
名
土
代
』
に
よ
る
と

天
文
五
年
四
月
四
日
に
、
従
五
位
下
と
従
五
位
上
に
そ
れ
ぞ
れ
叙
さ
れ
た
と

あ
る
が
、
本
『
補
略
』
か
ら
、
従
五
位
上
へ
の
叙
位
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
『
補
略
』
か
ら
、『
歴
名
土
代
』
な
ど
他
史
料

の
記
載
に
お
け
る
誤
り
を
も
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
『
補
略
』
の
記
載
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
50

室
町
殿
の
足
利
将
軍
義
輝
、
60
「
鎌
倉
」
殿
の
古
河
公
方
晴
氏
が
、
そ
れ
ぞ

れ
堂
上
の
公
卿
、
殿
上
人
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
、

古
河
公
方
が
堂
上
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
甚
だ
興
味
深
い
。
当
然
、
関

東
公
方
も
堂
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
関
東
公
方
・

古
河
公
方
の
子
弟
は
し
ば
し
ば
御
所
号
を
以
て
呼
称
さ
れ
た
。
御
所
号
は
北

畠
一
門
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
ら
の
家
系
が
京

都
の
朝
廷
で
堂
上
貴
族
と
し
て
遇
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
推

表
二　

永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
お
け
る
、所
謂
「
公
家
大
名
」
ま
た
は
「
在

国
公
家
領
主
」
の
一
族
等

土
佐
一
条
家
と
そ
の
一
族
、

土
佐
一
条
家
に
仕
え
た
公

家
衆

飛
騨
姉
小
路
家
一
門

伊
勢
北
畠
家
と
そ
の
一
族

（
波
岡
家
を
含
む
）

　
　

計

公　

卿

50
名
中

47 

一
條
兼
定
（
土
州
）

35 

北
畠
具
教

37 

北
畠
晴
具 

天
祐

　

３
名

殿
上
人

73
名
中

54 

勧
修
寺
町
顕
量

57 

白
川
兼
親

79 

勧
修
寺
町
経
富

80 

教
行

　

 （
土
州 

一
条
殿
庶
子
）

81 

兼
頼

　

 （
土
州 

一
条
殿
庶
子
）

84 

平
松
資
澄

93 

飛
鳥
井
雅
量

94 

町
顕
秀

97 

町
経
光

98 

中
御
門
為
叙
（
土
）

99 

白
川
富
親
（
土
）

100 

町
顕
古
（
土
）

101 

兼
朝

　

 （
土 

一
条
殿
庶
子
）

102 

町
冬
頼
（
土
）

103 

中
御
門
経
弘
（
土
）

104 

中
御
門
経
守
（
土
）

64 

小
嶋
時
親

82 

小
嶋
雅
秀

91 

時
忠
（
小
嶋
弟
）

109 

姉
小
路
済
堯

110 

姉
小
路
時
基

61 

波
岡
具
永

62 

具
忠
（
北
畠
弟
）

63 

北
畠
木
造
具
政

76 

波
岡
国
永

77 

房
成
（
大
河
内
庶
子
）

83 

藤
方
教
賢

90 

国
忠
（
北
畠
庶
子
）

92 

親
安
（
北
畠
庶
子
）

107 

政
能
（
木
造
庶
子
）

108 

越
坂
具
成

111 

北
畠
具
房

　

32
名

計

17
名

５
名

13
名
計
35
名

　

※ 

土
佐
一
条
家
に
仕
え
た
公
家
衆
と
し
て
掲
げ
た
殿
上
人
の
中
に
は
、
単
な
る
寄
寓
に
過
ぎ

ぬ
も
の
や
、
永
禄
六
年
正
月
の
時
点
で
は
土
佐
に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
判
定
は
困
難
で
あ
る
。

測
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
殿
上
人
」
の
部
分
に
お
い
て
、
所
謂
「
公
家
大
名
（
在
国
公
家
領

主
）」
─
─
土
佐
の
一
条
家
、
飛
騨
の
姉
小
路
家
、
伊
勢
の
北
畠
家
─
─
と

そ
の
一
族
、
彼
ら
に
仕
え
た
公
家
衆
の
人
数
比
が
高
い
こ
と
が
、
注
目
に
値
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す
る
。
公
卿
で
は
、
五
十
名
の
う
ち
、
35
北
畠
具
教
、
37
北
畠
晴
具
、
47
一

条
兼
定
の
三
名
で
あ
る
が
、
殿
上
人
で
は
、
七
十
三
名
の
う
ち
約
三
十
名
を

占
め
、
割
合
に
し
て
実
に
四
割
に
達
す
る
（
表
二
）。
彼
ら
に
関
す
る
本
史

料
の
記
載
は
、
管
見
の
限
り
今
日
に
至
る
ま
で
当
該
分
野
の
研
究
者
に
は
使

用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
記
載
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

三　

永
禄
六
年
の『
補
略
』に
お
け
る
、「
公
家
大
名（
在
国
公
家
領
主
）」

に
関
連
す
る
記
載

　

１　

土
佐
一
条
家
と
そ
の
一
族
、
同
家
に
仕
え
た
公
家
衆

　

土
佐
一
条
家
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、一
連
の
『
土
佐
国
蠧
簡
集
』、『
土

佐
国
古
文
叢
』、『
南
路
志
』
等
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
よ
り

重
厚
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
一
段
と
研
究

が
進
み
、現
在
、我
々
は
、市
村
高
男
編
『
中
世
土
佐
の
世
界
と
一
条
氏
』（
高

志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
に
収
め
ら
れ
た
各
論
考
と
、
そ
れ
ら
に
引
用
・

紹
介
さ
れ
た
先
行
研
究
か
ら
、
土
佐
一
条
家
研
究
の
最
先
端
を
知
る
と
同
時

に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た***

。
ま

た
、
市
村
高
男
氏
に
よ
る
二
冊
の
報
告
書
、『
中
世
土
佐
一
条
氏
関
係
の
史
料

収
集
お
よ
び
遺
跡
調
査
と
そ
の
基
礎
的
研
究
』（
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四
（
平

成
14
～
16
）
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
(2) 

研
究
成
果
報

告
書
（
課
題
番
号
一
四
五
一
〇
三
六
五
）
二
〇
〇
五
年
三
月
）、『
海
運
・
流

通
か
ら
見
た
土
佐
一
条
氏
の
学
際
的
研
究
』（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
（
平

成
17
～
19
）
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
） 

研
究
成
果
報
告
書

（
課
題
番
号
一
七
五
二
〇
四
三
七
）
二
〇
〇
八
年
三
月
）
に
関
連
資
料
が
ほ

ぼ
網
羅
さ
れ
、
土
佐
一
条
家
研
究
の
環
境
が
大
い
に
整
っ
た
。

　

さ
て
、
本
稿
と
直
接
関
連
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
石
野
弥
栄
「
戦
国

期
の
公
家
大
名
土
佐
一
条
氏
の
性
格
」（『
國
學
院
高
等
学
校
紀
要
』
第

二
十
一
輯
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
、
31
～
63
頁
）
と
、
野
並
史
佳
「
戦
国
期

土
佐
一
条
氏
に
つ
い
て
の
一
考
察 

─
源
康
政
の
地
位
と
役
割
を
め
ぐ
っ
て

─
」（『
中
世
土
佐
一
条
氏
関
係
の
史
料
収
集
お
よ
び
遺
跡
調
査
と
そ
の
基
礎

的
研
究
』
13
～
45
頁
）
が
、
土
佐
在
国
の
公
家
衆
を
研
究
す
る
上
で
必
読
の

基
本
文
献
で
あ
る
。
但
し
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
か
ら
、
こ
れ
ら
両
論
文

に
若
干
、
修
正
が
必
要
と
な
っ
た
。
即
ち
、
石
野
論
文
で
は
、
町
家
と
白
川

家
を
一
条
家
の
諸
大
夫
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
野
並
論
文
で
も
基
本
的
に
そ

の
位
置
付
け
は
変
わ
ら
な
い
。
諸
大
夫
は
地じ
　
げ下

身
分
で
あ
る
が
、本
『
補
略
』

に
は
町
家
と
白
川
家
の
人
と
し
て
、
54
勧
修
寺
町
顕
量
、
57
白
川
兼
親
、
79

勧
修
寺
町
経
富
、
94
町
顕
秀
、
97
町
経
光
、
99
白
川
富
親
、
100
町
顕
古
、
102

町
冬
頼
が
見
え
、
彼
ら
は
皆
、
殿
上
人
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
町
・
白
川
の
両

家
は
地じ
　
げ下

身
分
の
諸
大
夫
で
は
な
く
、
雲
客
（
殿
上
人
）
と
し
て
一
条
家
に

仕
え
た
堂
上
公
家
衆
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
る***

。

　

と
こ
ろ
で
、
本
『
補
略
』
に
は
、
54
町
顕
量
と
57
白
川
兼
親
に
対
し
、「
土

州
」
ま
た
は
「
土
」
の
注
記
が
な
い***

。
し
か
し
、
彼
ら
が
土
佐
に
居
住
し
て

い
た
こ
と
は
上
記
の
先
行
研
究
か
ら
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同

様
に
「
土
州
」
ま
た
は
「
土
」
の
注
記
が
な
い
64
町
顕
秀
、
97
町
経
光
に
つ

い
て
も
、
土
佐
在
国
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う***

。

　

な
お
、
白
川
家
は
花
山
院
の
後
裔
で
、
神
祇
伯
を
世
襲
し
た
伯
王
家
の
流

れ
で
あ
る
。
57
白
川
兼
親
は
神
祇
伯
雅
業
王
の
長
男
で
あ
り
、
99
白
川
富
親

は
兼
親
の
子
で
あ
る
（『
歴
名
土
代
』）。
こ
の
白
川
家
に
関
し
、
永
禄
六
年

の
『
補
略
』
に
は
注
目
に
値
す
る
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
兼
親
・
富
親
と

共
に
118
雅
英
の
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
京
都
で
は
、
永
禄
三
年
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（
一
五
六
〇
）
九
月
十
二
日
、
雅
業
王
が
没
し
た
後
、
白
川
家
は
継
承
者
を

欠
き
、雅
業
王
の
外
孫
で
中
院
通
為
の
二
男
で
あ
る
雅
英
（
の
ち
の
雅
朝
王
）

が
継
承
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
土
佐
で
は
、
雅
業
王
の
長
男
の
兼
親
と
そ
の
子

富
親
が
存
命
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
神
祇
伯
白
川
家
に
関
す
る
先
行
研
究
に

お
い
て
こ
の
事
実
を
指
摘
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
白
川
家
に
は
分

家
が
あ
り
、
忠
富
王
の
子
、
富
秀
（
実
は
唐
橋
在
治
の
子
）
と
そ
の
子
、
忠

明
は
、
九
条
家
に
殿
上
人
（
雲
客
）
と
し
て
仕
え
た
（『
歴
名
土
代
』）。
同

様
に
兼
親
も
、
伯
王
家
の
嫡
男
で
あ
り
な
が
ら
、
土
佐
一
条
家
の
殿
上
人
と

し
て
白
川
家
の
別
家
を
立
て
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後

あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

80
教
行
、
81
兼
頼
、
101
兼
朝
は
、
既
に
先
行
研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、『
歴
名
土
代
』
か
ら
系
譜
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
行
は
東

小
路
家
で
あ
り
、
兼
頼
は
西
小
路
家
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
条

房
家
の
子
と
孫
、
兼
朝
は
房
家
の
子
で
あ
る
、
本
『
補
略
』
に
は
、
彼
ら
の

袖
書
に
「
土
州 

一
条
殿
庶
子
」
と
あ
る
。
こ
の
「
庶
子
」
と
い
う
表
現
は

北
畠
一
門
に
も
見
ら
れ
る
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
庶
子
」
と
い
う
よ
り
も
、

「
庶
流
」
の
意
味
で
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る***

。

　

さ
て
、
本
『
補
略
』
に
お
い
て
最
も
刮
目
さ
れ
る
べ
き
記
載
の
一
つ
は
、

土
州
の
中
御
門
と
し
て
98
為
叙
、
103
経
弘
、
104
経
守
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
土
佐
の
中
御
門
家
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
が
、
実
は
、
経

弘
に
つ
い
て
は
、
既
に
江
戸
時
代
の
編
纂
物
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
伝
え

る
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、『
土
佐
国
群
書
類
従
』
巻
四
十
八
「
伝

記
部
」
十
『
土
佐
国
紀
事
略
編
年
』
天
正
元
年
癸
酉
六
月
十
六
日
条
に
、「
一

條
兼
定
中
納
言
ニ
任
ス
、
時
ニ
年
三
十
一
。
町
経
光
・
白
河
富
親
・
中
御
門

経
弘
・
飛
鳥
井
雅
量カ
ズ

等
侍
従
ニ
任
ス
（
元
亀
四
年
公
卿
補
任
、
古
簡
・
歴
名

土
代
○
按
ル
ニ
元
亀
四
年
ハ
天
正
元
年
也
。
土
代
ニ
十
六
ヲ
二
十
六
日
ニ
作

ル
）」
と
あ
り
、
町
経
光
、
白
川
富
親
、
中
御
門
経
弘
、
飛
鳥
井
雅
量
が
元

亀
四
年
（
一
五
七
三
。
天
正
元
年
）
に
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
記
載
が
、

「
元
亀
四
年
公
卿
補
任
、
古
簡
」
な
る
史
料
と
『
歴
名
土
代
』
に
基
づ
い
た

も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
『
補
略
』
に
殿
上
人
の
従
五

位
下
と
あ
る
彼
ら
の
名
は
『
歴
名
土
代
』
に
も
見
え
る
が
、
元
亀
四
年
に
彼

ら
が
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
の
で
、
典
拠
は
「
元
亀
四
年

公
卿
補
任
、
古
簡
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
経
光
、
富
親
、
経

弘
、
雅
量
が
公
卿
に
な
っ
た
事
実
は
な
い
。
当
然
、『
公
卿
補
任
』
元
亀
四
年

に
彼
ら
の
名
は
な
い
。
し
か
し
、「
元
亀
四
年
公
卿
補
任
古
簡
」
な
る
史
料
は
、

『
南
路
志
』
巻
三
「
闔
国
」
第
三
「
一
條
家
」
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
、
こ

ち
ら
か
ら
は
、
史
料
の
原
形
を
も
、
あ
る
程
度
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

白
川
冨
親
土
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

右
、
元
亀
四
年
公
卿
補
任
古
簡
に
見
た
り
。

　
　
　
　

飛
鳥
井
侍
從
雅
量カ
ズ

土
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

右
、
元
亀
四
年
公
卿
補
任
古
簡
に
見
た
り
。

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、「
元
亀
四
年
公
卿
補
任
古
簡
」
と
は
『
公
卿
補
任
』
で

な
く
『
補
略
』
の
断
簡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、『
補
略
』
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
引
用
者
が
、『
公
卿
補
任
』
と
誤
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

か
く
て
、
永
禄
六
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
後
に
あ
た
る
元
亀
四
年
の
『
補

略
』
の
断
簡
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
土
佐
の
国
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
参
照

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
伝
存
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
今
後
、
本
断
簡
の
探
索
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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₂　

飛
騨
姉
小
路
家
一
門

　

周
知
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
、
飛
騨
の
姉
小
路
家
は
、
古
川
、
小
嶋
、
向

（
小こ

鷹た
か
り狩
）
の
三
家
に
分
か
れ
て
い
た
。
戦
国
時
代
、
姉
小
路
三
家
は
衰
え
、

飛
騨
の
国
人
、
三み
つ
き木
良
頼
が
姉
小
路
家
の
家
督
を
獲
、「
古
川
国
司
」
姉
小
路

嗣
頼
と
称
し
た
（『
公
卿
補
任
』
永
禄
五
年
）。
こ
こ
か
ら
良
頼
は
、
姉
小
路

三
家
の
う
ち
古
川
家
を
簒
奪
し
て
姉
小
路
を
称
し
た
、
と
通
説
的
に
考
え
ら

れ
て
い
る
（『
岐
阜
県
史
』
等
）。

　

本
『
補
略
』
に
は
、
姉
小
路
一
門
と
し
て
、
64
小
嶋
時
親
、
82
小
嶋
雅
秀
、

91
時
忠
（
小
嶋
弟
）
と
109
姉
小
路
済
堯
、
110
姉
小
路
時
基
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
彼
ら
は
皆
『
歴
名
土
代
』
に
も
見
え
る
が
、
時
忠
が
小
嶋
時
親
の
弟
で

あ
っ
た
と
い
う
の
は
新
情
報
と
な
ろ
う
。
済
堯
、
時
基
父
子
は
古
川
家
の
成

員
で
あ
る
（『
歴
名
土
代
』
従
五
位
下
）
が
、
卒
年
は
未
詳
で
あ
り
、
彼
ら

が
永
禄
六
年
に
お
い
て
も
な
お
存
命
で
あ
っ
た
と
は
、
従
来
、
考
え
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
『
補
略
』
に
従
う
と
、
永
禄
六
年
正
月
の
時

点
に
お
い
て
、
小
嶋
、
古
川
両
家
は
断
絶
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
姉
小
路
三
家
の
う
ち
向
（
小
鷹
狩
）
家
の
成
員
は
本
『
補
略
』
に
記

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
三
木
良
頼
は
向
家
の
名
跡
を
獲
て
、
初
め
て

姉
小
路
を
称
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
古
川
姉
小
路
家
が
絶
え

て
い
な
い
以
上
、「
古
川
国
司
」
の
称
は
、
姉
小
路
嗣
頼
こ
と
三
木
良
頼
の
自

称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
木
良
頼
と
そ
の
子
自
綱
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
中
納

言
」、「
宰
相
」
と
官
職
を
詐
称
し
て
い
る***

の
で
、「
古
川
国
司
」
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
ろ
う
。
古
川
家
の
極
官
は
権
中
納
言
で
あ
る
の
で
、
猟
官
の
た
め

に
詐
称
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

後
世
の
姉
小
路
・
三
木
氏
系
図
で
あ
る
、『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
飛
騨
国

司
系
図
」
は
、
小
嶋
家
の
系
図
に
向
家
の
系
図
が
つ
な
げ
ら
れ
て
お
り
、
史

料
的
価
値
が
高
い
と
は
認
め
難
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
良
頼
は
、
向

家
の
貞
煕
の
子
と
し
て
系
線
が
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
『
補
略
』
か
ら
推

察
さ
れ
る
よ
う
に
、
良
頼
が
向
家
の
家
督
を
得
た
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

少
な
く
と
も
当
該
の
部
分
に
限
っ
て
は
、
こ
の
系
図
の
系
線
は
全
く
の
誤
り

で
は
な
か
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

₃　

伊
勢
北
畠
家
と
そ
の
一
族

　

北
畠
家
に
つ
い
て
は
、
分
家
の
木こ
つ
く
り造

家
を
も
含
め
、
近
年
、
急
速
に
研
究

が
進
展
し
た
。
即
ち
、
従
来
か
ら
の
文
献
資
料
に
基
づ
く
研
究
に
、
更
に
、

多た

げ気
遺
跡
・
上
野
遺
跡
等
の
発
掘
調
査
に
よ
る
考
古
学
研
究
の
成
果
が
加
わ

り
、
北
畠
一
門
の
歴
史
が
再
構
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
収
穫
は
、
藤
田
達
生

編
『
伊
勢
国
司
北
畠
氏
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）
に

集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
稲
本
紀
昭
氏
に
よ
っ
て
『
北
畠
氏
関
係
資

料 

─
記
録
編
─
』（
三
重
県
史
資
料
叢
書
４
）（
三
重
県
編
集
・
発
行
、
平

成
二
十
年
八
月
）
が
編
集
さ
れ
る
な
ど
、
研
究
環
境
は
ま
す
ま
す
整
い
つ
つ

あ
る
状
況
に
あ
る
。

　

さ
て
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
は
、
北
畠
一
族
に
つ
い
て
も
多
く
の
新
情

報
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
重

ね
ら
れ
て
き
た
優
れ
た
先
行
研
究
に
対
し
て
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
も

の
も
存
在
し
て
い
る
。

　

61
波
岡
具
永
に
つ
い
て
は
、『
浪
岡
町
史
』
第
二
巻
（
青
森
県
南
津
軽
郡
浪

岡
町
、
平
成
十
六
年
三
月
）
に
お
い
て
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
執
筆
、

遠
藤
巖
氏
）。
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
二
月
二
十
八
日
、
具
永
は
従

四
位
下
に
叙
さ
れ
、
左
中
将
に
任
じ
ら
れ
た
。
同
日
、
そ
の
孫
、
具
運ゆ
き

も
従

五
位
下
に
叙
さ
れ
、
式
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
（『
言
継
卿
記
』
天
文
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二
十
一
年
二
月
廿
七
・
廿
八
日
、
三
月
十
二
日
、
四
月
二
日
条
、『
歴
名
土
代
』）。

『
浪
岡
町
史
』
第
二
巻
（
136
頁
）
に
よ
る
と
、
波
岡
具
永
は
、
弘
治
年
間

（
一
五
五
五
～
一
五
五
八
）
に
死
去
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
波
岡
家
の

過
去
帖
に
基
づ
い
て
お
り
、
現
在
に
お
け
る
通
説
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
永
禄
二
年
に
「
大
納
言
源
具
永
卿
」
が
神
社
を
再
建
し
た

旨
を
記
し
た
と
い
う
棟
札
銘
が
二
件
、
知
ら
れ
て
い
る***

。
通
説
に
従
う
と
、

当
時
既
に
具
永
は
死
去
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
の
で
、『
浪
岡
町
史
』
第
二
巻

は
こ
れ
ら
の
棟
札
に
つ
い
て
、「
具
永
の
遺
志
を
継
ぎ
孫
具
運
が
完
成
さ
せ
た

事
業
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
」（
137
頁
）
と
、

苦
し
い
説
明
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』

か
ら
、
具
永
は
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
正
月
の
時
点
に
お
い
て
存
命
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る***

。
従
っ
て
、
上
記
の
棟
札
も
、
具
永
が
行
っ
た
造
営

活
動
を
物
語
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
浪
岡
を
中
心
と

す
る
地
域
の
歴
史
は
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
で
は

あ
る
が
書
換
え
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　

62
具
忠
（
北
畠
弟
）
は
、
田
丸
具
忠
の
こ
と
で
あ
る
。
近
年
の
研
究***

で
は
、

彼
の
出
自
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
『
補
略
』
よ
り
、
北
畠
具
教
ま
た

は
晴
具
の
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
年
代
か
ら
推
測
す
る
と
、
具
教

の
弟
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
文
二
十
二
年
九
月

二
十
三
日
条
に
「
い
せ
の
た
ま
る
、
ち
う
し
や
う
の
事
、
ま
て
の
こ
う
ち
大

納
言
し
て
申
。
く
わ
ふ
ん
な
る
事
な
か
ら
、
天
ゆ
う
く
わ
ん
ら
く
に
つ
き
て
、

そ
ん
め
い
の
う
ち
に
こ
れ
一
た
い
の
御
事
を
と
色
々
申
ま
ゝ
、
ち
よ
つ
き
よ

な
る
よ
し
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
」
と
あ
り
、
田
丸
具
忠
が
天
祐
す
な
わ
ち
北
畠
晴

具
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、「
外
宮
一
祢
宜
度
会
備
彦

書
状
」（『
外
宮
引
付
』
所
収
）
に
「
三
郎
」
と
見
え
る
人
物
が
彼
に
比
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
彼
は
北
畠
晴
具
の
三
男
と
な
ろ
う
。

　

76
波
岡
国
永
は
、
北
畠
一
族
出
身
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
小
原
国
永
の

こ
と
で
あ
る
。
歌
集
に
『
年
代
和
歌
抄
』
が
あ
る
。
彼
の
事
績
は
、
稲
本
紀

昭
「
北
畠
国
永
『
年
代
和
歌
抄
』
を
読
む
」（『
史
窓
』
第
65
号
、
京
都
女
子

大
学
史
学
会
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
1
～
18
頁
）
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
。『
年
代
和
歌
抄
』か
ら
、彼
が
北
畠
国
司
家
と
親
密
な
関
係
を
保
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
奥
州
の
波
岡
家
と
の
関
係
は
見
出
し
難
い
。

よ
っ
て
、
本
『
補
略
』
が
国
永
の
家
名
を
「
波
岡
」
と
し
て
い
る
の
は
、
浪

岡
具
永
と
の
諱
の
類
似
に
よ
る
単
な
る
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い***

。
と
こ

ろ
で
、
本
『
補
略
』
か
ら
は
、
国
永
に
関
す
る
先
行
研
究
の
所
論
を
若
干
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
小
原
家
と
藤
方
家
と
の
関
係
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
83
藤
方
教
賢
の
箇
所
で
言
及
し
た
い
。

　

77
房
成
（
大
河
内
庶
子
）
が
大
河
内
家
の
庶
流
で
あ
る
と
い
う
情
報
は
注

目
に
値
す
る
。
従
来
、
大
河
内
家
に
分
家
が
あ
る
と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
歴
名
土
代
』
か
ら
、
天
文
十
四
年
七
月
廿
五
日
に

從
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
「
源
房
成
」
の
前
名
が
房
行
で
あ
る
こ
と
と
、
天
文

十
一
年
二
月
三
日
に
從
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
源
房
行（
房
成
と
改
名
）が「
忠

顯
子
」で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
忠
」を
通
字
に
持
つ
人
物
と
し
て
は「
一

之
瀬
兵
部
少
輔
忠
弘
」
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
忠
弘
は
、「
お
そ
ら
く
、
北
畠

氏
滅
亡
後
な
が
ら
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
五
月
八
日
付
け
の
無
量
寺

宛
て
田
丸
直
息
判
物
（『
無
量
寺
文
書
』）
に
あ
る
「
一
之
瀬
殿
」
と
同
一
で

あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
北
畠
氏
の
一
族
で
あ
る
確
証
は
検
出
し
え
な
い
」
と

さ
れ
る***

。
現
時
点
で
は
全
く
の
憶
測
に
留
ま
る
が
、「
一
之
瀬
殿
」
が
大
河
内

の
庶
流
で
あ
る
可
能
性
を
も
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、「
忠
顕
」「
房
成
（
房
行
）」

に
関
す
る
情
報
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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83
藤
方
教
賢
は
『
歴
名
土
代
』
か
ら
も
確
認
で
き
る
が
、
小
林
秀
氏
は
、

藤
方
家
が
北
畠
一
族
で
あ
る
確
証
は
な
い
と
す
る***

。
し
か
し
、
本
『
補
略
』

か
ら
藤
方
教
賢
が
殿
上
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
藤
方
家
が
北

畠
一
族
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
と
こ
ろ
で
、
稲
本
紀
昭
氏
は
、

小
原
国
永
（
桂
祐
）
と
藤
方
桂
祐
（
藤
方
入
道
慶
由
）、
国
永
の
子
具
就
と

藤
方
刑
部
少
輔
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
と
推
定
し
、「
い
わ
ば
状
況
証
拠
に

過
ぎ
な
い
が
、
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
稲
本

紀
昭
「
北
畠
国
永
『
年
代
和
歌
抄
』
を
読
む
」
6
～
7
頁
）。
こ
の
「
仮
説
」

は
、『
嬉
野
史
』
通
史
編
（
松
阪
市
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
）
第
三
章
「
中

世
の
嬉
野
」
第
三
節
「
室
町
・
戦
国
期
の
嬉
野
」（
執
筆
、
飯
田
良
一
氏
）

に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、『
北
畠
関
係
資
料 

─ 

記
録
編 

─
』
250
頁
、

永
禄
三
年
七
月
是
月
に
お
い
て
も
、『
年
代
和
歌
抄
』
よ
り
「
七
月
九
日
、
長

男
侍
従
身
ま
か
り
侍
れ
は
」
云
々
と
引
用
さ
れ
た
「
長
男
侍
従
」
に
対
し
て

「（
藤
方
教
賢
カ
）」
と
編
者
（
稲
本
紀
昭
氏
）
に
よ
っ
て
傍
注
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、
現
在
、
次
第
に
通
説
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
本
『
補
略
』
か
ら
、
藤
方
教
賢
は
永
禄
六
年
正
月
の
時
点
で
存
命

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
、彼
は
小
原
国
永
の
長
男「
侍

従
」
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
小
原
国
永
・
具
就
を
藤
方
氏
と
す
る
「
仮
説
」

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

90
国
忠
（
北
畠
庶
子
）
は
、
本
『
補
略
』
に
よ
っ
て
初
め
て
存
在
が
認
識

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、『
歴
名
土
代
』
に
見
え
る
源
国
成
と

同
一
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

92
親
安
（
北
畠
庶
子
）
は
、『
歴
名
土
代
』
に
叙
位
に
関
す
る
記
載
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
出
自
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
大
永
六
年

（
一
五
二
六
）
二
月
二
十
九
日
に
叙
爵
さ
れ
た
が
、
そ
の
日
は
、
前
述
の
小

原
国
永
と
、
源
宗
雅
な
る
者
が
叙
爵
さ
れ
た
日
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
三
人
の

う
ち
、
二
人
ま
で
が
北
畠
一
門
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
残
る
源
宗
雅
に
つ
い

て
も
北
畠
一
族
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
み
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。「
宗
」

字
を
諱
に
持
っ
て
い
た
北
畠
一
族
と
し
て
は
、
河
方
宗
範
が
想
起
さ
れ
る
。

宗
範
は
、『
実
隆
公
記
』
永
正
二
年
正
月
二
、十
、十
四
日
条
に
見
え
、
永
正
二

年
（
一
五
〇
五
）
正
月
十
日
、
叙
爵
が
勅
許
さ
れ
て
い
る
。
年
代
的
に
見
て
、

大
永
六
年
に
叙
爵
さ
れ
た
宗
雅
が
、
河
方
宗
範
の
子
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る

と
思
う
が
、
無
論
、
あ
く
ま
で
も
単
な
る
憶
測
に
過
ぎ
な
い
。

　

107
政
能
（
木
造
庶
子
）
は
、『
歴
名
土
代
』
従
五
位
下
に
「
伊
勢
北
畠
イ
」

と
袖
書
が
あ
る
が
、
本
『
補
略
』
か
ら
、
彼
が
木
造
家
の
庶
流
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

　

108
越
坂
具
成
は
、『
歴
名
土
代
』
に
見
え
る
大
坂
具
成
で
あ
る
。
通
説
で
は
、

『
言
継
卿
記
』
弘
治
三
年
三
月
廿
五
日
条
に
見
え
る
「
大
坂
入
道
（
號
東
）」、

同
永
禄
元
年
八
月
二
十
七
日
条
に
見
え
る
「
越
坂
入
道
東
殿
」
に
比
定
さ
れ

て
い
る***

が
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
見
え
る
越
坂
具
成
は
、
出
家
し
て
い

た
と
は
考
え
難
い
の
で
別
人
で
あ
ろ
う
。
入
道
は
、
具
成
の
父
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
北
畠
一
族
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
一
群
の
殿

上
人
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
河
内
家
の
庶
流
に
つ
い
て
の

情
報
は
、
今
後
、
北
畠
一
門
の
在
地
支
配
構
造
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
資

料
と
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
北
畠
一
門
に

お
い
て
は
、
庶
家
が
次
第
に
惣
領
家
（
国
司
家
）
か
ら
自
立
し
て
、
独
自
に

在
地
領
主
制
を
展
開
し
て
い
く
過
程
が
、
永
禄
六
年
の
時
点
に
お
い
て
も
進

行
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
『
補
略
』
の
記
載
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
可
能

か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
な
る
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。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
研
究
の
史
料
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
か
ら
、
主
に
、
所
謂
「
戦
国
公
家
大
名
（
在

国
公
家
領
主
）」
に
関
連
す
る
情
報
を
取
り
上
げ
、
検
討
を
試
み
た
。
そ
の

結
果
、
そ
れ
ら
に
は
、
先
行
研
究
の
数
々
に
修
正
を
迫
る
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
新
知
見
を
踏
ま
え
た
上

で
、
今
後
、
既
知
の
史
料
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
再
確
認
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
、
元
亀
四
年
の
『
補
略
』
の
断
簡
の
存
在
を
も
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、他
の『
補
略
』の
断
簡
や
佚
文
が
、我
々

が
そ
れ
と
気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
で
、
実
は
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
所
に
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

な
お
、
本
『
補
略
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
「
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍

類
」
に
は
、
未
だ
に
研
究
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
重
要
な
情
報
が
数
多
く
存

在
し
て
い
る
。
今
後
、
注
意
を
払
い
、
さ
ら
に
情
報
の
探
索
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注*1　

湯
川
敏
治
「『
歴
名
土
代
』
に
つ
い
て
─
─
も
う
一
つ
の
公
家
の
昇
進
記
録
─
─
」

（
湯
川
敏
治
『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』（
東
京
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平

成
十
七
年
八
月
）
三
六
三
～
三
九
四
頁
。
初
出
、
湯
川
敏
治
編
『
歴
名
土
代
』（
東
京
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
八
年
九
月
）「
解
題
」（
一
部
加
筆
））
三
八
三
～
三
八
五

頁
。
三
八
四
頁
に
は
本
史
料
第
一
紙
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

*2　

上
嶋
康
裕
「
中
世
後
期
の
「
補
任
」「
系
図
」
─
─
そ
の
書
写
者
と
注
記
に
注
目
し

て
」（『
メ
タ
プ
テ
ィ
ヒ
ア
カ　

Μ
εταπτυχιακά 

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

教
育
研
究
推
進
室
年
報
』 Vol.5

、
二
〇
一
一
年
三
月
、
113
～
119
頁
）、
117
頁 

註
９
。

*3　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。http://w

w
w

.rekihaku.ac.jp/

doc/t-db-index.htm
l.

*4　

斎
木
一
馬
「
公
卿
補
任
」（『
古
記
録
の
研
究　

下
』
斎
木
一
馬
著
作
集
２
（
吉
川

弘
文
館
、
平
成
元
年
三
月
）
八
三
〜
一
〇
五
頁
。
初
出
、『
日
本
歴
史
』
第
一
九
四
号
、

昭
和
三
十
九
年
七
月
）。
湯
川
敏
治
「『
歴
名
土
代
』
に
つ
い
て
」、
上
嶋
康
裕
「
中
世

後
期
の
「
補
任
」「
系
図
」」。
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
は
、『
歴
名
土
代
』
と
記
載
内

容
の
上
で
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
湯
川
・
上
嶋
両
氏
の
研
究
で
は
専
ら
そ
の
点
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

*5　

武
部
敏
夫
「
補
略
に
つ
い
て
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

月
報
』
32
（『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
第
56
巻
付
録
）（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
年
十
月
）
1
～
5
頁
。
復
刻
、

『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

月
報　

付 

異
本
公
卿
補
任
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
三
年

五
月
）
239
～
243
頁
）。

*6　

江
戸
時
代
の
『
補
略
』
の
一
例
と
し
て
、
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
の
、
寛

文
二
年
の
『
補
略
』（
資
料
番
号 H

-63-400

）
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
い
く
つ
か

の
『
補
略
』
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

*7　

下
橋
敬
長
『
幕
末
の
宮
廷
』（
東
洋
文
庫
353
）（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
四
月
）
53

頁
に
よ
る
と
、毎
年
正
月
二
日
に
天
皇
の
も
と
に
献
上
さ
れ
た
新
し
い『
補
略
』は
、「
一

年
の
間
、
御
上
の
御
座
右
に
置
か
せ
ら
れ
」
た
と
い
う
。
な
お
、
室
町
時
代
に
お
い

て
も
、
禁
裏
に
『
御
補
歴
』
が
あ
り
、
廷
臣
の
手
に
よ
り
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
、『
言
継
卿
記
』
永
禄
六
年
五
月
十
八
日
条
に
「
禁
裏
御
補
歴
改
直
、
長
橋
局
へ

持
參
申
候
了
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
、
地
方
に
下
向
す

る
公
家
が
新
し
い『
補
略
』を
携
帯
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
上
掲
の『
言
継
卿
記
』
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永禄六年の『補略』について

（
五
七
）

天
文
十
四
年
二
月
廿
九
日
、
同
三
月
二
日
、
同
三
日
条
を
見
よ
。

*8　
『
歴
名
土
代
』
か
ら
確
認
で
き
な
い
の
は
、
国
忠
（
北
畠
庶
子
）
と
町
冬
頼
の
み
で

あ
る
。
彼
ら
の
比
定
に
つ
い
て
は
下
文
を
参
照
せ
よ
。

*9　

105
水
無
瀬
親
具
お
よ
び
118
雅
英
。
両
人
と
も
童
形
で
叙
爵
さ
れ
て
お
り
、
排
列
順

の
前
後
が
変
わ
っ
た
の
は
、
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

*10　

湯
川
敏
治
氏
は
、
内
題
に
「
公
卿
永
禄
六　

正
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
内
題
で
は
な
く
、
第
６
紙
（
第
３
丁
裏
）
の
「
殿
上
人
」、
第
14
紙
（
第
７
丁

表
）
の
「
地
下
」
と
同
様
の
標
記
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

*11　

但
し
、『
公
卿
補
任
』
元
亀
四
年
（
天
正
元
年
）
に
よ
る
と
、
参
議
従
四
位
上
の
三

条
西
公
明
（
も
と
公
光
）
は
、
永
禄
五
年
三
月
十
日
に
七
歳
で
叙
爵
さ
れ
、
同
年
六

月
十
八
日
に
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、公
光
の
名
は
本
『
補
略
』
に
見
え
な
い
。

こ
れ
は
、
本
史
料
の
「
殿
上
人
」
の
標
記
の
下
に
「
童
形
人
為
知
次
第
書
加
之
也
」

と
あ
る
よ
う
に
、童
形
で
叙
爵
さ
れ
た
彼
に
つ
い
て
の
情
報
が『
補
略
』筆
者
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

*12　
『
言
継
卿
記
』
永
禄
八
年
六
月
七
日
壬
申
条
に
、「
高
辻
前
黄
門
長
雅
卿
、
東
坊
城

大
内
記
盛
長
、
永
祿
三
年
以
來
勅
勘
、
今
日
御
對
面
云
々
。
東
坊
城
内
々
衆
也
。
今

日
可
爲
外
樣
之
由
被
仰
出
云
々
。
根
本
外
樣
之
仁
也
。
祖
父
和
長
卿
内
内
に
始
而
祗

候
也
」
と
あ
る
。

*13　

な
お
、
藤
波
家
、
土
御
門
家
、
の
ち
の
舟
橋
家
の
清
原
氏
、
吉
田
家
は
、
後
、
堂

上
に
列
し
た
。

*14　

中
脇
聖
「
戦
国
期
土
佐
一
条
氏
研
究
の
成
果
と
課
題
」（『
土
佐
史
談
』
二
一
七
号
、

二
〇
〇
一
年
八
月
、
20
～
26
頁
）
を
も
一
見
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

*15　

先
行
研
究
に
お
い
て
町
家
が
諸
大
夫
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
町
家
の
別
称
で
あ
る

町
口
と
い
う
家
名
が
判
官
の
坂
上
氏
（
身
分
は
諸
大
夫
）
に
も
あ
り
、
両
者
が
混
同

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

*16　
「
熟
覧
」
に
よ
り
、
紙
の
破
損
に
よ
る
欠
損
と
は
考
え
難
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

*17　

町
家
に
つ
い
て
は
、
伊
予
国
南
宇
和
郡
の
御
荘
氏
と
の
関
係
等
を
も
含
め
、
あ
ら

た
め
て
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

*18　

尤
も
、
猶
子
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
り
「
庶
子
」
と
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
態
と
し
て
は
「
庶
流
」
で
あ
る
と
見
做
し
て
差
し
支
え

な
い
と
思
わ
れ
る
。

*19　

例
え
ば
、小
林
健
彦
「
戦
国
大
名
と
情
報 

─
越
後
上
杉
氏
と
飛
騨
国
司
姉
小
路
（
三

木
）
氏
と
の
関
係
よ
り
─
」（『
新
潟
産
業
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
２
号
、

一
九
九
五
年
、
1
～
15
頁
）
等
を
参
照
。

*20　
「
大
納
言
」「
卿
」
は
詐
称
で
あ
る
が
、先
述
の
よ
う
に
三
木
良
頼
（
姉
小
路
嗣
頼
）・

自
綱
父
子
が
そ
れ
ぞ
れ
中
納
言
・
宰
相
を
自
称
し
た
の
と
同
様
で
あ
る
と
理
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

*21　

具
永
が
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
の
と
同
時
に
叙
爵
さ
れ
た
具
永
の
孫
具
運
は
、
永

禄
五
年
、
所
謂
「
川
原
御
所
の
変
」
で
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
情
報
が
京
に
伝
わ
っ
た

た
め
か
、
永
禄
六
年
の
『
補
略
』
に
具
運
の
名
は
見
え
な
い
が
、
具
永
は
従
四
位
下

の
殿
上
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
京
に
具
永
死
去
の
情
報
が
伝
わ
ら

な
か
っ
た
と
解
釈
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

*22　
『
三
重
県 

玉
城
町
史
』
上
巻
（
三
重
県 

玉
城
町
史
編
纂
委
員
会 

編
纂
）（[

三
重
県

度
会
郡]

玉
城
町
、
平
成
七
年
三
月
）
第
三
章　

中
世
（
執
筆
、
小
林
秀
）
等
。

*23　

な
お
、
天
文
四
年
十
月
十
九
日
に
従
五
位
上
に
な
っ
た
国
永
が
、
永
禄
六
年
正
月

の
時
点
に
お
い
て
同
位
階
で
最
古
参
で
あ
る
こ
と
が
本
『
補
略
』
か
ら
知
ら
れ
る
が
、

国
永
の
次
に
配
さ
れ
て
い
る
77
房
成
が
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
の
は
、
国
永
の
叙
位

よ
り
十
年
も
後
の
天
文
十
四
年
七
月
二
十
五
日
で
あ
る
。
以
て
、
い
か
に
国
永
が
宮

廷
か
ら
遠
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
か
を
類
推
す
る
に
足
ろ
う
。

*24　

小
林
秀
「
伊
勢
国
司
北
畠
氏
の
領
域
支
配
の
一
側
面
」（
藤
田
達
生
編
『
伊
勢
国
司

北
畠
氏
の
研
究
』
所
収
）
二
〇
頁 

註
９
。

*25　

同
上
。

*26　

小
林
秀
「
室
町
・
戦
国
期
に
お
け
る
北
畠
氏
と
そ
の
一
族
」（『
伊
勢
北
畠
氏
と
中

世
都
市
・
多た

げ気
』（
三
重
県
美
杉
村
、
美
杉
村
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）
16

～
26
頁
）。
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